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｢低次元量子スピン系 (無機系 ･実験)の最近の展開 1｣
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のAisoの結果については, CO荷ではBサイ トはV4十イオンの修に近(,Aサイ ト
ではずっと小さい値になっている｡また,U相ではCO相のBサイ トの値■のおよそ半
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｢低次元量子スピン系 (無機系 ･実験)の最近の展開 1｣
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が 【36,37】,1に述べたような電荷ゆらぎが一富子励起スペ クfl/レに与える影響を考慮 して,倹討し直
されるべきであろ う ｡
f結晶学抑 こぼ6つの井等価なVサイ トがあるoVサイ トのNMRスペクr/レば,オンサイ トの3d
電子の寄与に支配されているので,周りの原発の微妙な違いには鈍感であるため,これらのVサイ ト
のうち,同じ倍数をもつサイ トを分摩できな(ても不,乱蕃ではないo
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